
三
隅
・
清
風
神
社
で
清
風
祭

功
績
と
遺
徳
に
理
解
を
深
め
る

門の話題長
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６
月
６
日
（土）
、
宗
頭
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
三
隅
上
地
区
ホ
タ
ル
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
蛍
鑑
賞
や

バ
ザ
ー
を
楽
し
も
う
と
約
500
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
来
場
者
は
樅

の
木
橋
周
辺
に
移
動
し
飛
び
回
る

蛍
の
淡
い
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

13
日
（土）
に
は
、
JR
渋
木
駅
周
辺

で「
第
７
回
蛍
の
ふ
る
里
ま
つ
り
」

が
、
俵
山
で
は
頭
振
川
砂
防
公
園

駐
車
場
を
会
場
に
「
第
14
回
手
作

り
蛍
祭
り
in
俵
山
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
両
会
場
に
は
焼
き
鳥
な

ど
の
バ
ザ
ー
が
出
店
し
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
買

い
物
や
食
事
を
楽
し
ん
だ
来
場
者

は
、
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
に
移
動
し
、

蛍
の
幻
想
的
な
光
を
静
か
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。　

市
内
３
ヵ
所
で
蛍
祭
り

幻
想
的
な
一
夜
を
楽
し
む

▲俵山では、俵山中学校閉校メモリアルイベントが実施された

国
勢
調
査
長
門
市
実
施
本
部
を
設
置

今
年
10
月
は
国
勢
調
査

　

６
月
１
日
（月）
、
市
役
所
企
画
政

策
課
内
に
平
成
27
年
国
勢
調
査
長

門
市
実
施
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
５
年
に
一
度
行
わ
れ
、
今
回

は
平
成
27
年
10
月
１
日
午
前
０
時

現
在
、
国
内
に
常
住
す
る
す
べ
て

の
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

▲大西市長と津室企画総務部長が看板を設置

　

江
戸
時
代
後
期
に
長
州
藩
の
財

政
改
革
を
行
っ
た
村
田
清
風
の
功

績
を
た
た
え
る
清
風
祭
が
５
月
26

日
（火）
、
村
田
清
風
記
念
館
横
の
清

風
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
が
玉
串
を
奉
納
し

た
あ
と
、
村
田
清
風
顕
彰
会
の
大

谷
喜
信
会
長
の
講
演
が
行
わ
れ
、

参
列
し
た
関
係
者
は
清
風
の
遺
徳

に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲大谷会長（中央）による講演のようす

俵
山
地
区
２
団
体
が
協
働
ま
ち
づ
く
り
表
彰
で
優
秀
賞

都
市
農
村
交
流
活
動
が
評
価

　

６
月
２
日
（火）
、
俵
山
地
区
発
展

促
進
協
議
会
の
藤
野
忠
次
郎
会
長

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ゆ
う
グ
リ
ー

ン
俵
山
の
中
原
英
樹
理
事
長
が
大

西
市
長
を
訪
ね
、「
第
７
回
協
働

ま
ち
づ
く
り
表
彰
」
優
秀
賞
の
受

賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
（水）
〜
22
日
（金）
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
第
19
回
自
治
体
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
５
で
、
市
民
協
働
に
よ
る

俵
山
地
区
で
の
都
市
農
村
交
流
な

ど
の
活
動
に
対
し
県
内
で
初
め
て

優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

藤
野
会
長
は
「
今
後
も
交
流
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
中

原
理
事
長
は
「
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
進
め
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

▲報告に訪れた藤野会長（左）と中原理事長（右）

▲三隅上地区ホタルまつりではホタルかご作りも行われた

川
尻
地
区
で
防
災
訓
練

「
も
し
も
」の
危
機
に
備
え
る

　

５
月
24
日
（日）
、
川
尻
地
区
に
大

雨
に
よ
る
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

た
と
の
想
定
で
、
地
区
住
民
約
140

人
、
市
・
消
防
な
ど
の
関
係
者
約

100
人
が
参
加
し
て
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
告
知
放
送
や
広
報

車
か
ら
避
難
勧
告
を
受
け
た
住
民

が
、
川
尻
漁
村
セ
ン
タ
ー
に
避
難

し
ま
し
た
。
海
上
で
は
、
救
助
部

隊
の
投
入
や
海
中
転
落
者
救
出
訓

練
が
実
施
さ
れ
、
傷
病
者
の
傷
病

の
緊
急
性
や
重
症
度
に
応
じ
て
治

療
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助

や
ヘ
リ
搬
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
陸
上
自

衛
隊
と
住
民
の
手
で
作
ら
れ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
参
加
者
に
配
ら
れ

ま
し
た
。

▲症状を確認して治療の優先順位を決める「トリアージ」

▲ JR渋木駅周辺がメイン会場の蛍のふる里まつり

▲川尻漁村センターに避難する住民の皆さん

み
す
み
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む
日

ハ
ー
ブ
づ
く
し
の
一
日
を
満
喫

　

６
月
14
日
（日）
、
香
月
泰
男
美
術

館
横
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
、「
み

す
み
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む
日
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ハ
ー
ブ
グ
ッ
ズ
や

ハ
ー
ブ
と
花
の
苗
、
新
鮮
野
菜

な
ど
の
販
売
、
焼
き
そ
ば
や
焼

き
鳥
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
カ
フ
ェ

コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
や
お
菓
子
を
味
わ
っ
た

り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
木
工

ア
ー
ト
に
挑
戦
し
て
み
た
り
と
、

ハ
ー
ブ
の
香
り
が
舞
う
会
場
で
、

多
く
の
来
場
者
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
ハ
ー
ブ
園
で
は
、
20

本
で
100
円
の
ハ
ー
ブ
の
摘
み
取
り

が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

▲ハーブ園は摘み取りをする人でにぎわう
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大
津
緑
洋
高
校
日
置
校
舎
で
体
験

園
児
が
苗
植
え
に
挑
戦

　

６
月
９
日
（火）
、
開
か
れ
た
農
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
大
津
緑
洋
高

校
日
置
校
舎
で
、
日
置
保
育
園
の

園
児
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
生
物
生
産
科
に
通
う
３

年
生
13
人
が
指
導
を
行
い
、
約
30

人
の
園
児
た
ち
は
、
植
え
方
を
習

い
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
ヤ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

薬
物
乱
用
の
怖
さ
を
訴
え
る

　
「
国
際
麻
薬
撲
滅
デ
ー
」（
6
月

26
日
）
に
合
わ
せ
、
薬
物
乱
用
防

止
ヤ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
6
月

14
日
（日）
、
市
内
２
ヵ
所
の
ス
ー

パ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

や
保
護
司
会
会
員
、
高
校
生
約
20

人
が
う
ち
わ
な
ど
を
配
り
、
薬
物

の
乱
用
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

▲高校生に習いながら苗植えに挑戦

俵
山
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
で
花
が
ら
摘
み

来
年
も
美
し
い
花
が
咲
く
よ
う
に

　

５
月
31
日
（日）
、
約
３
万
本
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

俵
山
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
で
花
が
ら

摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
は
花
が
ら
を
落
と
さ
な
け
れ

ば
次
年
度
の
咲
き
が
悪
く
な
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
で
花
が
ら
摘
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ゆ
う

グ
リ
ー
ン
俵
山
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
半
数
以
上
が
地
区
内
か

ら
の
参
加
で
し
た
が
、
下
関
市
立

大
学
の
学
生
な
ど
地
区
外
か
ら
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
の
作
業
が
行
わ
れ
、

終
了
後
に
は
参
加
者
に
俵
山
産
の

米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
な
ど
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

▲約 3万本のシャクナゲの花がらを 90人のボランティアが摘む

▲買い物客に声をかける
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▲仙崎地区をオンリーワンの場所に、と内田教授

魅
力
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

直
売
所
へ
の
期
待
が
高
ま
る

　
「
仙
崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
直
売
所

に
つ
い
て
、
市
民
と
共
に
考
え
る

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
6
月
3

日
（水）
、
仙
崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ

地
域
住
民
な
ど
約
130
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
め
に
内
田
恭
彦
山
口
大
学
経

済
学
部
教
授
が
、
他
地
区
の
道
の

駅
の
実
例
や
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
元
関
係
者
を
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
直
売
所
へ
期

待
し
て
い
る
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
長

門
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
仕
事
は

　

生
産
部
に
獣
医
師
と
し
て
勤
務
し

　

て
い
ま
す
。
定
期
的
な
検
査
を
通

　

し
て
、
病
気
に
な
っ
た
鶏
の
治
療

　

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
就
職
の
き
っ
か
け
は

　

昔
か
ら
鶏
肉
を
食
べ
る
の
が
好
き

　

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鶏
専
門
の

　

獣
医
師
に
な
っ
て
、
養
鶏
業
に
携

　

わ
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

※
趣
味
は

　

電
車
に
乗
る
こ
と
で
す
。
休
日
は

　

山
陰
本
線
に
揺
ら
れ
て
買
い
物
に

　

出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
門
の
鶏
が
、
大
好
き
で
す
。

  

廣ひ

ろ

せ瀨 

水み

さ

こ

彩
子
さ
ん
（
深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
）

※
長
門
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

海
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
。
も

　

ち
ろ
ん
、
鶏
肉
は
大
好
き
で
す
。

※
今
後
の
目
標
は　

　

養
鶏
農
家
さ
ん
に
適
切
な
ア
ド
バ

　

イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
早
く
仕

　

事
を
覚
え
て
、
知
識
を
身
に
つ
け

　

る
こ
と
が
一
番
の
目
標
で
す
。

※
最
後
に
一
言　

　

素
晴
ら
し
い
上
司
や
先
輩
方
に
囲

　

ま
れ
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い

　

ま
す
。
早
く
一
人
前
の
獣
医
師
に

　

な
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い

　

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 熱血！
新鮮力

門の長 門の

▲「大きく育ってね」と願いをこめてアユを放流

深
川
小
学
校
、
向
陽
小
学
校
の
児
童
が
ア
ユ
を
放
流

大
き
く
な
れ
と
願
い
を
こ
め
て

　

５
月
22
日
（金）
、
深
川
川
河
川
公

園
で
、
深
川
小
学
校
の
４
年
生
91

人
が
ア
ユ
の
放
流
に
参
加
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
体
長
約
20
セ

ン
チ
、
重
さ
約
10
グ
ラ
ム
の
ア
ユ

の
稚
魚
が
10
匹
ず
つ
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
手
渡
さ
れ
、
川
岸
か
ら
放
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、向
陽
小
学
校
の
５
、

６
年
生
19
人
も
、
深
川
湯
本
の
義

隆
橋
下
の
深
川
川
で
ア
ユ
を
放
流

し
ま
し
た
。
こ
の
日
放
流
さ
れ
た

稚
魚
は
昨
年
よ
り
も
多
く
、
両
校

合
わ
せ
て
２
万
匹
で
し
た
。

　

主
催
し
た
深
川
川
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
４
月
15
日
（水）
に
も
義
務

放
流
と
し
て
２
万
８
千
匹
の
ア
ユ

の
稚
魚
を
放
流
し
て
お
り
、
ほ
か

に
も
ウ
ナ
ギ
や
カ
ニ
な
ど
の
放
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲アユの稚魚はバケツの中を元気に飛び跳ねる


